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ア クア ポ ニ ッ クス をツ ー ル と した教育現場 へ の 導入 につ い て

一
中学理 科 の 導入 の 1 年間
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1　　　 は じ め に

ア クア ポニ ッ ク ス （aquaponics ）とは、ア ク ア

カ ル チ ャ
ー（aquaculture ＝ 養殖） とハ イ ドロ ポ

ニ ッ ク ス （hydroponics ； 水耕栽培）を掛け合わ

せ た造語 の こ とで ある。こ の 技術 は、1980 年

代 か らア メ リカ やオ ー
ス トラ リア に お い て 研 究

開発 され て きた もの の 、個 々 に 運 営され る農家

ごとの 工夫に とどま っ て い た。
一

部商業 レ ベ ル

の 研究開発が行われ るな どの 定着 をみたの は

1990 年代後半で あ る 。

　 ア クア ポニ ッ ク ス は、水 中生 物 の 糞や尿で汚

れ た排水を水耕栽培 で浄化 しつ つ 、糞や 尿を肥

料 とし て 植物を栽培す る とい うこ れ ま で の 養殖

業に比 べ て 環境負荷 の 小 さな養殖 技術で ある。

また、地球環境 に配慮 した 閉鎖型循環農業の た

め乾燥地帯や極地 な ど農業に適 さない 地域 へ の

食糧生 産技術 と して も注 目され て い る。

　こ の 技術を通 して 、中学生の 理 科、自然界の

つ り合い の 単元 の 窒素循環の 理解を深め、 さら

に食糧 問題 や環境問題な どに対す る持続的に対

応 可能 な社会 を考 えさせ る ツ ール と して 授業に

導入 して い る 。

2　　　 実験方法

（1 ）ア ク ア ポ ニ ッ クス の 準備

90cm 四方 の水槽（Tetra社）、ろ過 フ ィ ル タ
ー付 き循環ポ ン プ（Tetra 社）、エ ア レ

ーシ ョ

ン （艶 tra社）、 植物生育用 ライ トを設置 し、

水 中生物に はヤ リタナ ゴ の 幼魚（体長 5cm ）

を入 れ 、水耕栽培 をする植物 は ミ ン ト系植

物の 苗を入れ た 。

（2 ）水質管理 窒素循環の 様子が わ か る よ うに

　　　ア ン モ ニ ア 、亜 硝酸、硝酸の 濃度を水質

　　　調査専用の キ ッ ト （Tetra 社）で 計測 し、

　　　さらに pH を週 1 〜 2 回計測 した 。

（3 ）水 中生物、水耕栽培 の 生育管理

1 週間おきに各植 物の 重 さを計測 し、成長量

を調 べ た。魚 の 重 さを計測 し、3 匹の 平均か ら

成長 量を求めた。

3 授業 へ の 導入

　中学 2 年生 （5 学級 200 名）に 中学理科 2

分野 の 自然界の つ り合い 1 窒素 の 循環で導入 し

た。ア ク ア ポ ニ ッ ク ス を用い る こ とで 、水 中生

物 が排 出 し た 糞や尿 の 成分で あ る ア ン モ ニ ア

NH3 が時 間 の 経過 と と もに 上 昇 し 、亜 硝 酸

NO2 や硝酸 NO3・の 濃度が少 しず つ 上昇す る と、

ア ン モ ニ ア 濃度 が減少す る こ とが水 質検査で わ

か っ た 。 pH 測定で も、ア ン モ ニ ア 濃度が 上昇

す ると pH 値が上 昇し、硝酸濃度が上昇 しア ン

モ ニ ア が減少す ると pH 値が 下が る とい う変化

が確認で き、ア ン モ ニ ア が キ ッ ト内の 亜硝酸菌、

硝酸菌 に よ り分解され て い る こ とがわか っ た。

さらに、硝酸濃度が 増え る と 、 水 耕栽培 して い

る植物 の 成長が促進 し、重 さも増加 して い る こ

とが確認 で きた。

4 ．ま とめ

　授業 へ の 導入 は 準備期間を含め て 1年が経過

した 。
ア クア ポ ニ ッ ク ス を通 して 交わ され た議

論や得 られた理解内容 につ い て 、よ り具体的な

結果報告 と実績 をふ まえた時期の 取 り組み検討

事項に つ い て紹介 したい 。
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